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熊本大：前期はやや減少、後期は反動で大幅増加        前期：-181 人 後期：+144 人 

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、37 人(99)の微減で４年連続減少。前期は 181 人(94)のやや減少。学部・学科別では、教育(111)、理(109)は

いずれも増加、一方で、医(医)(82)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、法(84)、文(85)はいずれも大幅減少。後期は 144 人

(115)の大幅増加。学部別では、法(145)、理(142)はいずれも前年度大幅減少の反動で大幅増加、一方で、工(82)は前年度大幅

増加の反動で大幅減少。 

<前期日程> 

○文(85)は、大幅減少。学科別では、４学科中３学科で減少、(歴史)(129)は２年連続減少の反動で大幅増加。一方で、(コミュ

ニケーション情報)(70)は前年度激増の反動で大幅減少、(文)(79)は２年連続大幅減少、(総合人間)(81)は大幅減少。 

○法(84)は、２年連続増加の反動で大幅減少。志願者数は 10 年ぶりに 300 人を下回った。 

○教育(111)は、増加。2019 年度以降前年度の反動による増減が継続。課程・コース・専攻別では、(学校教育教員養成／初等・

中等教育－理科)(150)、(学校教育教員養成／初等・中等教育－社会)(147)、(学校教育教員養成／初等・中等教育－小学

校)(119)はいずれも前年度大幅減少の反動で大幅増加。(学校教育教員養成／特別支援教育)(138)は大幅増加で改組前の 2021

年度以前を含めて４年連続増加。一方で、(学校教育教員養成／養護教育)(78)は前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○理(109)は、増加。2013 年度以降前年度の反動による増減が継続。 

○工(95)は、やや減少だが、改組前の 2018 年度以前を含めると、2015 年度以降前年度の反動による増減が継続。学科別では、

(情報電気工)(119)は２年連続減少の反動で大幅増加。一方で、(材料・応用化)(74)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、(機

械数理工)(91)は前年度大幅増加の反動で減少。 

○医(医)(82)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少。志願倍率は 5.1 倍→4.2 倍へダウン。 

○医(保健)(101)は、前年度並。専攻別では、(保健／放射線技術科学)(131)は前年度大幅減少の反動で大幅増加。一方で、(保

健／検査技術科学)(67)は前年度増加の反動で大幅減少。志願倍率も 2.8 倍→1.9 倍へダウン。 

○薬(87)は、減少。学科別では、２学科とも減少で、(創薬・生命薬科学)(59)は２年連続増加の反動で大幅減少、(薬)(97)はや

や減少で募集人員が 45 人→40 人となった 2022 年度に引き続き減少、志願者数は 200 人を下回った。 

<後期日程> 

○文(96)は、やや減少で２年連続減少。学科別では、(総合人間)(101)は微増。一方で、(文)(87)は２年連続減少、(歴史)(98)は

微減だが２年連続減少。 

○法(145)は、前年度大幅減少の反動で大幅増加。 

○理(142)は、前年度大幅減少の反動で大幅増加。志願倍率も 7.7 倍→10.9 倍へアップ。 

○工(82)は、前年度大幅増加の反動で大幅減少。学科別では、(土木建築)(106)は３年連続減少の反動は小さくやや増加に留ま

った。(材料・応用化)(57)、(機械数理工)(72)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。 
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